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東
洋
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
か
ら
映
画
の
町
へ

 
 
 
 
 
 
 
 

樋
口
須
賀
子 

戦戦
後後
のの
映映
画画
はは
じじ
めめ

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
四
月
、
中
国
大
陸
か
ら
父
母

と
祖
父
は
、
五
歳
の
兄
、
三
歳
の
私
と
赤
ん
坊
の
弟
を
連
れ
て
、

全
員
無
事
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
阪
の
家
が
空
襲

に
遭
わ
ず
に
残
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
生
活
出
来
た
の
は

幸
運
だ
っ
た
。
今
里
に
あ
っ
た
セ
ル
ロ
イ
ド
工
場
が
焼
失
し
た

た
め
、
父
と
祖
父
は
知
り
合
い
の
加
工
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
商

品
を
売
り
歩
い
て
、
生
活
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
た
。
空
襲

で
焼
失
し
た
グ
リ
コ
本
社
が
焼
け
跡
か
ら
復
興
し
て
事
業
再
開
、

江
崎
社
長
か
ら
会
社
に
復
帰
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
父
が
、

お
ま
け
の
業
者
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
再
び
、

小
さ
な
お
も
ち
ゃ
作
り
に
専
念
し
始
め
た
頃
、
下
の
弟
が
生
ま

れ
た
。

河
内
小
阪
の
駅
前
広
場
に
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
が
出
現
、
大

勢
の
老
若
男
女
、
子
ど
も
達
が
集
ま
っ
て
い
た
。
商
店
街
の
夏

祭
り
だ
っ
た
の
か
、
金
魚
す
く
い
や
屋
台
が
並
ん
で
い
た
記
憶

が
あ
る
。
上
映
さ
れ
た
の
は
『
リ
ン
ゴ
園
の
少
女
』。
戦
後
、
天

才
少
女
歌
手
と
し
て
大
人
気
だ
っ
た
美
空
ひ
ば
り
主
演
の
映
画
、

ラ
ジ
オ
番
組
で
人
気
の
あ
っ
た
ド
ラ
マ
の
映
画
化
だ
っ
た
。
一

九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
十
一
月
公
開
の
『
リ
ン
ゴ
園
の
少

女
』
を
駅
前
広
場
で
観
た
の
は
、
私
が
十
歳
の
頃
。
大
ヒ
ッ
ト

し
た
並
木
路
子
の
『
リ
ン
ゴ
の
唄
』
と
ひ
ば
り
の
『
リ
ン
ゴ
追

分
』
に
歌
わ
れ
る
赤
い
り
ん
ご
と
白
い
花
び
ら
は
、
敗
戦
か
ら

立
ち
直
る
人
々
の
心
に
明
る
い
希
望
を
与
え
た
。
子
ど
も
も
大

人
も
、
歌
に
映
画
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

最
初
の
野
外
上
映
イ
ベ
ン
ト
が
大
阪
毎
日
新
聞
主
催
で
、
浜

寺
海
水
浴
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
〇
年
の
こ

と
ら
し
い
。
野
外
で
の
映
画
上
映
は
、
映
画
館
の
な
い
農
村
や

町
で
も
開
か
れ
て
い
た
。

私
達
が
通
う
小
学
校
の
校
庭
で
、
夏
休
み
だ
っ
た
か
、
盆
踊

り
の
後
で
観
た
映
画
は
、『
二
十
四
の
瞳
』
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

坪
井
栄
原
作
、
木
下
恵
介
監
督
、
高
峰
秀
子
主
演
の
小
豆
島
を

舞
台
に
し
た
女
性
教
師
と
十
二
人
の
生
徒
た
ち
の
物
語
。
平
和

な
島
で
の
暮
ら
し
が
戦
争
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
苦
難
の
道

を
歩
み
、
先
生
も
生
徒
も
悲
劇
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
一
九

五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
に
公
開
さ
れ
た
こ
の
映
画
は
大
ヒ
ッ

ト
し
た
。
主
人
公
の
大
石
先
生
が
、
事
故
死
し
た
幼
い
娘
を
抱

き
か
か
え
て
走
る
場
面
で
、
隣
で
観
て
い
た
母
が
大
声
を
あ
げ

て
泣
い
て
い
た
の
が
、
私
の
脳
裏
に
深
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の

一
年
前
に
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
二
番
目
の
弟
が
亡
く
な
っ

た
。
母
は
、
大
石
先
生
と
自
分
を
重
ね
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
末

っ
子
で
や
ん
ち
ゃ
な
弟
を
わ
ず
か
三
歳
で
亡
く
し
た
父
母
の
悲

し
み
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
。

父父
とと
映映
画画
（（
帝帝
キキ
ネネ
））

父
・
宮
本
順
三
が
グ
リ
コ
に
入
社
し
た
一
九
三
五
（
昭
和
十
）

年
は
、
大
大
阪
の
時
代
、
活
動
写
真
は
キ
ネ
マ
か
ら
ト
ー
キ
ー

の
時
代
を
経
て
、「
映
画
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九

二
三
（
大
正
十
二
）
年
の
関
東
大
震
災
後
、
大
阪
市
は
人
口
二

一
一
万
人
、
日
本
一
の
都
市
と
な
る
。
千
日
前
～
道
頓
堀
～
新

世
界
へ
、
大
阪
市
内
に
あ
っ
た
映
画
館
の
数
は
、
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
に
は
九
十
一
館
と
な
る
。
学
生
時
代
の
日
記
に
は
、

心
ブ
ラ
し
て
映
画
館
に
行
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

父
が
小
学
校
四
年
生
の
時
、
大
阪
市
内
か
ら
布
施
町
（
現
東

大
阪
市
）
菱
屋
西
へ
引
っ
越
し
た
頃
、
帝
国
キ
ネ
マ
小
阪
撮
影

所
が
あ
っ
た
。
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
に
夢
中
に
な
っ
た
少
年
時

代
、
活
動
写
真
の
英
雄
は
目
玉
の
松
ち
ゃ
ん
こ
と
尾
上
松
之
助
、

そ
の
あ
と
を
継
い
で
モ
モ
ち
ゃ
ん
こ
と
市
川
百
々
之
助
が
少
年

達
の
あ
こ
が
れ
と
な
っ
た
。
そ
の
百
々
之
助
の
撮
影
風
景
を
間

近
に
見
る
こ
と
が
出
来
て
、
活
動
写
真
の
面
白
さ
に
は
ま
っ
て

し
ま
っ
た
。
自
宅
の
隣
人
が
女
優
の
初
代
大
江
美
智
子
（
女
剣

劇
）
だ
っ
た
。
宝
塚
歌
劇
団
に
い
た
大
江
美
智
子
を
映
画
に
引

き
抜
い
た
市
川
右
太
衛
門
（
代
表
作
『
旗
本
退
屈
男
』、
北
大
路

欣
也
の
父
）
も
小
阪
に
住
ん
で
い
た
こ
と
、
川
向
か
い
の
土
塀

に
囲
ま
れ
た
延
命
寺
や
、
当
時
、
長
瀬
川
沿
い
に
あ
っ
た
松
並

木
で
映
画
撮
影
し
た
後
、
休
憩
所
と
し
て
自
宅
に
女
優
さ
ん
が 
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時代劇の撮影風景 
（宮本順三画） 

来
て
い
た
こ
と
な
ど
、
日
常
生
活
に
映
画
の
世
界
が
大
き
く
占

め
て
い
た
。
お
礼
に
も
ら
っ
た
入
場
券
で
両
親
や
友
人
と
映
画

館
（
小
阪
座
）
へ
。
映
画
好
き
の
原
点
は
、
河
内
小
阪
に
あ
っ

た
。
現
代
劇
の
帝
キ
ネ
芦
屋
撮
影
所
（『
籠
の
鳥
』
が
大
ヒ
ッ
ト
）

に
対
し
て
、
時
代
劇
中
心
の
小
阪
撮
影
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、

長
瀬
に
敷
地
面
積
約
一
万
坪
の
撮
影
所
が
誕
生
し
た
。
か
ま
ぼ

こ
型
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
近
代
的
な
設
備
で
〝
東
洋
の
ハ
リ
ウ
ッ

ド
〟
と
呼
ば
れ
た
。 

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
中
学
時
代
の
日
記
に
は
、
撮
影

風
景
を
見
物
す
る
人
た
ち
や
俳
優
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ト

ー
キ
ー
初
期
の
作
品
『
何
が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
』
が
キ
ネ

マ
旬
報
第
一
位
に
選
ば
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。 

そ
し
て
、

建
設
後
わ
ず
か
三
年
に
し
て
、
巨
大
な
撮
影
所
は
一
瞬
に
し
て 

焼
失
し
て
し
ま
う
。（
以
下
、
日
記
よ
り
） 

 
 
 

九
月
三
十
日 

午
前
三
時
頃
、
外
が
騒
が
し
い
の
で

家
中
起
き
る
。
外
に
出
る
と
西
南
に
あ
た
っ
て
大
き
な

火
柱
が
赤
々
と
天
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

人
々
が 

 
 

大
勢
見
に
走
っ
た
。
父
が
見
に
行
か
れ

た
。
長
瀬
の
帝
キ
ネ
撮
影
所
の
火
事
で
、
あ
の
広
大
な

か
ま
ぼ
こ
型
の
二
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
形
も
な
く
な
っ

て
い
た
。
町
内
の
ポ
ン
プ
が
ご
ろ
ご
ろ
走
る
よ
り
も
先

に
大
阪
の
消
防
隊
が
ポ
ン
プ
の
自
動
車
で
や
っ
て
来

た
。
大
部
分
焼
失
し
て
、
門
脇
の
二
棟
ほ
ど
を
残
し
た

だ
け
。
朝
に
は
号
外
が
出
た
。 

そ
の
後
、
撮
影
所
は
京
都
太
秦
に
移
っ
た
が
、
一
部
の
人
た

ち
が
「
ア
シ
ヤ
映
画
」
の
名
で
瓢
箪
山
に
独
立
プ
ロ
を
創
り
、

映
画
製
作
を
続
け
た
。
広
大
な
撮
影
所
の
跡
地
に
は
、
樟
蔭
女

子
大
の
実
習
の
場
と
し
て
、
登
録
無
形
文
化
財
「
樟
徳
館
」
が

建
っ
て
い
る
。
長
瀬
川
に
架
か
る
橋
に
「
帝
キ
ネ
橋
」
の
銘
が

残
っ
て
い
る
の
が
唯
一
、
撮
影
所
の
名
残
で
あ
る
。 

今
、
全
国
か
ら
豆
玩
舎
へ
訪
れ
る
修
学
旅
行
生
に
、「
東
大
阪

に
〝
東
洋
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
〟
と
言
わ
れ
た
大
き
な
撮
影
所
が
あ

っ
た
け
れ
ど
、
焼
失
し
て
京
都
太
秦
に
移
っ
て
、
今
は
映
画
村

に
な
っ
て
い
る
。
も
し
焼
け
て
な
か
っ
た
ら
東
大
阪
に
映
画
村

が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
話
す
と
み
ん
な
び
っ
く
り
す
る
。

修
学
旅
行
の
見
学
先
に
太
秦
映
画
村
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も

多
い
と
い
う
。 

グ
リ
コ
入
社
し
た
頃
か
ら
敗
戦
の
年
ま
で
、
映
画
界
に
と
っ

て
は
、
〝
暗
い
時
代
〟
が
続
く
。
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
、

青
年
将
校
に
よ
る
二
・
二
六
事
件
、
翌
年
、
盧
溝
橋
事
件
を
機

に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
。
二
年
後
に
は
〝
国
家
総
動
員
法
〟
が

発
令
さ
れ
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
の
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻

撃
に
よ
り
、
太
平
洋
戦
争
（
第
二
次
世
界
大
戦
）
へ
と
日
本
は

戦
争
の
泥
沼
に
は
ま
っ
て
い
く
。
映
画
界
で
は
、
フ
ィ
ル
ム
の

使
用
が
制
限
さ
れ
、
国
策
の
映
画
会
社
に
よ
る
戦
意
高
揚
の
ニ

ュ
ー
ス
映
画
な
ど
が
上
映
さ
れ
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
横
に
日
章
旗
、

上
映
前
に
は
、
皇
居
に
向
か
っ
て
拝
礼
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
と
い
う
。 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
か
ら
、
国
内
で
は
材
料
不
足
の

た
め
、
父
は
オ
マ
ケ
の
材
料
を
求
め
て
、
奉
天
・
天
津
グ
リ
コ

工
場
に
再
三
出
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
年
後
に
は
、
オ
マ
ケ

な
し
の
白
い
箱
グ
リ
コ
と
な
り
、
広
告
課
も
解
散
。
や
が
て
、

物
資
不
足
で
原
料
の
砂
糖
や
小
麦
粉
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た

会
社
は
、
航
空
機
工
業
に
方
向
転
換
、「
江
崎
航
空
機
材
」
と
社

小阪撮影所ロケ風景と見学者 
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す
る
会
社
に
な
っ
た
。
天
津
工
場
事
業
課
次
長
と
し
て
単
身
赴

任
し
て
い
た
父
は
、
上
海
工
場
新
設
の
計
画
に
関
わ
っ
て
い
た

が
、
計
画
の
実
現
が
不
可
能
と
知
っ
て
、
辞
職
願
を
本
社
に
送

っ
て
い
た
。
奉
天
工
場
は
、
日
満
合
弁
会
社
と
し
て
満
州
製
菓

に
変
わ
っ
た
。
天
津
工
場
を
出
て
独
立
し
た
の
は
、
旧
ド
イ
ツ

租
界
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
が
建
て
た
三
階
建
て
の
ビ
ル
を
食
堂

経
営
し
て
い
た
木
村
氏
か
ら
買
い
受
け
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経

営
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
天
津
の
南
端
に
あ
る
ド
イ
ツ
租
界
か

ら
北
へ
、
英
国
租
界
～
フ
ラ
ン
ス
租
界
～
日
本
租
界
を
通
っ
て
、

天
津
の
旧
市
内
に
出
る
。
中
で
も
一
番
の
繁
華
街
、
フ
ラ
ン
ス

租
界
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
歓
楽
街
が
集
中
し
て
い

た
と
い
う
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
ビ
ク
ト
リ
ア
ロ
ー
ド
を
抜

け
る
と
英
国
風
の
公
園
が
あ
っ
た
。

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
九
月
、
一
歳
と
九
か
月
の
私
と

四
歳
の
兄
を
連
れ
て
、
母
は
父
の
元
へ
。
下
関
か
ら
船
で
釜
山

へ
、
京
城
（
現
ソ
ウ
ル
）
か
ら
鴨
緑
江
を
越
え
て
山
海
関
～
天

津
ま
で
の
長
旅
、
制
空
権
も
制
海
権
も
失
っ
た
こ
ろ
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
の
船
旅
、
長
い
列
車
の
旅
、
ど
ん
な
に
大

変
だ
っ
た
か
？
後
か
ら
一
人
で
渡
っ
て
来
た
祖
父
と
暮
ら
し
た

つ
か
の
間
の
平
和
な
時
間
。
四
月
に
父
が
現
地
召
集
さ
れ
て
、

敗
戦
後
、
家
族
の
元
に
帰
っ
て
来
る
ま
で
の
長
く
苦
し
い
時
間
。

翌
年
四
月
に
、
ア
メ
リ
カ
の
タ
ン
カ
ー
（
上
陸
艇
）
に
乗
っ
て

長
崎
県
佐
世
保
港
に
無
事
引
き
揚
げ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
な

ど
、
三
歳
の
私
の
記
憶
に
は
、
何
一
つ
残
っ
て
い
な
い
。

天天
津津
～～
北北
京京
をを
再再
訪訪

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
夏
、
両
親
と
兄
弟
妹
の
家
族
で
、

天
津
か
ら
北
京
へ
旅
し
た
。
国
交
回
復
し
て
す
ぐ
に
父
母
が
訪

れ
た
時
は
、
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
と
い
う
建
物
を
見
て
み

た
い
。
現
地
を
訪
れ
て
、
住
ん
で
い
た
家
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
何
か
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
の
で
は
？
と
い
う
か
す
か
な

期
待
が
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
で
そ
の
場
所
に
着
い

た
時
、
壊
さ
れ
た
ば
か
り
の
建
物
を
前
に
、
私
の
期
待
は
見
事

に
裏
切
ら
れ
た
。
北
京
も
天
津
も
新
し
い
町
の
建
設
に
活
気
づ

い
て
い
た
。
観
光
客
を
呼
ぶ
た
め
の
ホ
テ
ル
建
設
が
あ
ち
こ
ち

で
行
わ
れ
て
い
た
。
レ
ン
ガ
造
り
の
塀
だ
け
が
残
っ
て
い
た
家

の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
洋
風
料
理
店
キ
ス
リ
ン
グ
で
は
、
当
時
、

生
演
奏
で
洋
楽
を
流
し
て
い
た
。
内
地
で
は
到
底
口
に
入
ら
な

い
ケ
ー
キ
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
売
っ
て
い
た
と
父
か
ら
聞
い

て
い
た
が
、
店
構
え
は
お
し
ゃ
れ
な
当
時
の
ま
ま
で
、
〝
月
餅

〟
の
専
門
店
に
代
わ
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
租
界
に
あ
っ
た
映
画

館
（
光
華
劇
場
）
で
、
ド
イ
ツ
映
画
の
『
会
議
は
踊
る
』・『
未

完
成
交
響
楽
』
や
『
望
郷
・
ペ
ペ
ル
モ
コ
』、『
風
と
共
に
去
り

ぬ
』
な
ど
の
洋
画
を
観
た
と
の
話
。
長
谷
川
一
夫
・
李
香
蘭
（
山

口
淑
子
）
主
演
の
『
支
那
の
夜
』、『
阿
片
戦
争
』
を
観
た
の
は

日
本
租
界
の
映
画
館
で
あ
っ
た
が
、
同
時
上
映
の
ニ
ュ
ー
ス
映

画
は
、
大
本
営
発
表
、
日
本
軍
の
勝
利
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
。

私
た
ち
が
訪
れ
た
旧
ド
イ
ツ
租
界
、
月
餅
の
店
の
向
か
い
に
は

驚
い
た
こ
と
に
、
映
画
館
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
、
今
も
映

画
が
上
映
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
〝
電
影
院
〟
の
看

板
が
上
が
っ
て
い
た
。

東東
大大
阪阪
市市
（（
小小
阪阪
・・
布布
施施
））
映映
画画
館館
のの
思思
いい
出出

河
内
小
阪
に
撮
影
所
が
あ
っ
た
こ
と
や
大
軌
鉄
道
（
現
・
近

畿
日
本
鉄
道
）
に
乗
っ
て
、
大
阪
市
内
に
通
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

た
ち
の
住
宅
地
と
し
て
人
口
増
加
し
た
こ
と
で
、
娯
楽
施
設
と

し
て
映
画
館
に
人
気
が
集
ま
っ
た
。
映
画
全
盛
期
の
一
九
五
八

（
昭
和
三
十
三
）
年
に
は
、
布
施
市
に
は
二
五
館
あ
っ
た
と
い

い
、
大
阪
市
（
二
九
九
館
）
に
次
ぐ
数
だ
っ
た
。
こ
ど
も
の
頃
、

小
阪
駅
南
側
に
南
座
、
北
側
に
小
阪
座
と
太
陽
座
、
二
つ
の
映

画
館
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
邦
画
専
門
、
も

一
つ
が
洋
画
だ
っ
た
か
？
映
画
好
き
の
父
に
連
れ
ら
れ
て
、
休

日
に
は
映
画
を
観
に
行
っ
た
。
布

施
の
映
画
館
に
も
よ
く
通
っ
た
が
、

覚
え
て
い
る
の
は
、
パ
ー
ル
座
・

リ
オ
ン
座
・
ア
ル
ス
座
な
ど
カ
タ

カ
ナ
の
名
前
だ
っ
た
。
お
正
月
に

は
、
大
入
り
満
員
で
、
座
る
場
所

も
な
か
っ
た
。
た
だ
、
映
画
の
途

中
で
も
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
二
本
立
て
、
三
本
立
て
な
ど
、

今
と
は
違
っ
て
、
映
画
館
で
過
ご

す
時
間
は
長
か
っ
た
。
館
内
に
店

が
あ
っ
て
、
す
る
め
の
焼
い
た
臭

い
や
タ
バ
コ
、
お
酒
の
臭
い
が
ト

イ
レ
の
饐
え
た
臭
い
に
交
じ
っ
て
、

今
の
よ
う
に
空
調
も
な
い
時
代
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
堪
え
が
た
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い
時
間
も
あ
っ
た
。

子
ど
も
に
と
っ
て
う
れ
し
い
の
は
ウ
オ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
ア
ニ
メ
映
画
。
美
し
い
カ
ラ
ー
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
物
語

の
世
界
に
楽
し
い
夢
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
『
白
雪
姫
』
（
一
九
三

七
）・『
ピ
ノ
キ
オ
』・『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』・
象
の
『
ダ
ン
ボ
』、

そ
し
て
『
バ
ン
ビ
』。『
ポ
パ
イ
』・『
バ
ッ
タ
君
町
に
行
く
』
は

一
九
四
〇
～
四
三
年
ま
で
の
間
に
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
兄
弟
に
よ
っ

て
制
作
さ
れ
た
映
画
で
あ
る
。
〝
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
、
勝
つ
ま

で
は
〟
と
日
本
の
子
ど
も
達
が
少
国
民
と
し
て
我
慢
を
強
い
ら

れ
て
い
る
頃
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
子
ど
も
達
の
夢
を
育
む
も
の

と
し
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
作
品
を
制
作
し
て
い
た
の
だ
。
小
学

校
の
時
、
先
生
に
引
率
さ
れ
て
、
布
施
の
映
画
館
ま
で
歩
い
て

行
っ
た
。
楽
し
い
映
画
だ
け
で
は
な
く
、
授
業
の
一
環
と
し
て

戦
争
映
画
も
観
に
行
っ
た
。
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
、

日
教
組
プ
ロ
制
作
、
出
演
、
岡
田
英
次
・
月
丘
夢
路
・
山
田
五

十
鈴
、
監
督
・
関
川
秀
雄
の
作
品
『
ひ
ろ
し
ま
』
に
は
、
多
く

の
被
爆
者
が
出
演
し
た
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
の
姿

が
彼
ら
に
よ
っ
て
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
、
大
手
の
映
画
会
社
か

ら
は
、
反
米
的
だ
と
い
う
理
由
で
上
映
が
拒
否
さ
れ
た
。
悲
惨

な
場
面
を
直
視
で
き
な
い
で
、
顔
を
覆
う
生
徒
が
多
か
っ
た
。

一
年
前
の
夏
休
み
、
初
め
て
の
旅
行
に
父
母
が
連
れ
て
行
っ
た

の
は
、
広
島
。
ま
だ
、
瓦
礫
が
残
っ
て
い
る
町
に
、
原
爆
資
料

館
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
見
た
光
景
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は
、
銀
行
前
の
石
段
に
残
さ
れ
た
人
の

影
だ
っ
た
。
原
爆
投
下
か
ら
七
年
目
の
ヒ
ロ
シ
マ
に
初
め
て
出

来
た
資
料
館
を
訪
れ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、『
ひ
ろ
し
ま
』
は
、

現
実
性
を
帯
び
て
、
強
く
心
に
刻
ま
れ
た
映
画
と
な
っ
た
。
監

督
・
新
藤
兼
人
、
乙
羽
信
子
・
宇
野
重
吉
出
演
『
原
爆
の
子
』、

『
ひ
め
ゆ
り
の
塔
』（
今
井
正
監
督
、
津
島
恵
子
・
香
川
京
子
・

岡
田
英
次
出
演
）
も
学
校
か
ら
観
に
行
っ
た
。
戦
争
を
描
い
た

映
画
は
、
洋
画
に
も
名
作
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
ネ

オ
レ
ア
リ
ズ
モ
の
代
表
作
『
自
転
車
泥
棒
』（
一
九
四
八
年
、
ヴ

イ
ッ
ト
リ
オ
・
デ
・
シ
ー
カ
監
督
）
は
、
子
ど
も
の
時
に
観
た

映
画
の
中
で
、
最
も
心
に
残
っ
た
作
品
で
あ
る
。
敗
戦
後
の
ロ

ー
マ
。
失
業
中
の
父
親
が
や
っ
と
の
思
い
で
質
屋
か
ら
請
け
出

し
た
自
転
車
で
ポ
ス
タ
ー
張
り
の
仕
事
に
つ
い
た
が
、
そ
の
自

転
車
を
乗
り
逃
げ
さ
れ
る
。
必
死
に
幼
い
息
子
と
自
転
車
を
探

す
が
、
見
つ
か
ら
ず
、
ふ
と
、
傍
に
あ
っ
た
自
転
車
を
盗
ん
で

し
ま
う
。
子
ど
も
の
目
の
前
で
、
警
官
に
捕
ま
っ
て
し
ま
う
父

親
。
貧
し
い
人
々
が
必
死
に
生
き
る
姿
と
厳
し
く
悲
し
い
現
実
。

『
鉄
道
員
』（
一
九
五
六
年
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ジ
ェ
ル
ミ
監
督
・
主

演
）
や
ギ
タ
ー
や
チ
タ
ー
演
奏
で
有
名
な
『
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
』

（
一
九
五
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
、
ル
ネ
・
ク
レ
マ
ン
監
督
）、

『
第
三
の
男
』（
一
九
四
九
年
、
監
督
キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
ド
、
出

演
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ッ
ト
ン
、
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
）
の
名
画
。

映映
画画
全全
盛盛
のの
時時
代代

いい
っっ
ぱぱ
いい
映映
画画
をを
観観
たた

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
は
人
気
が
あ
っ
て
、
映
画
館
は
い
つ

も
満
員
だ
っ
た
。
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
で
字
幕
が
読
め
な
く
て
も

よ
く
分
か
っ
た
。
な
ん
の
映
画
だ
っ
た
ろ
う
か
？
弁
士
が
い
て
、

音
楽
も
あ
っ
て
、
紙
芝
居
を
み
て
い
る
よ
う
に
楽
し
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
る
。『
キ
ッ
ド
』（
一
九
二
一
年
）、『
黄
金
狂
時
代
』

（
一
九
二
五
年
）、『
街
の
灯
』（
一
九
三
一
年
）、
大
好
き
だ
っ

た
『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
』（
一
九
三
六
年
）、『
独
裁
者
』（
一

九
四
〇
年
）
な
ど
。
日
本
で
も
大
人
気
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
初

め
て
来
日
し
た
の
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
五
・
一
五

事
件
の
前
日
。
戦
前
に
三
回
、
戦
後
は
一
度
だ
け
の
来
日
だ
っ

た
。ア

メ
リ
カ
映
画
が
多
く
配
給
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争

時
代
の
『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』（
一
九
三
九
年
、
Ｖ
フ
レ
ミ
ン
グ

監
督
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
、
ク
ラ
ー
ク
・
ゲ
ー
ブ
ル
共
演
）、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
『
誰
が
た
め
に
鐘
は
鳴
る
』（
一
九
四
三
年
、

ゲ
イ
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
共
演
）。

西
部
劇
も
た
く
さ
ん
観
た
。
一
九
三
九
年
、
ジ
ョ
ン
・
フ
オ

ー
ド
監
督
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
エ
イ
ン
主
演
の
『
駅
馬
車
』、
一
九
五

二
年
、
ゲ
イ
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
、
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
の
『
真

昼
の
決
闘
』。
ア
ラ
ン
・
ラ
ッ
ド
主
演
の
『
シ
ェ
ー
ン
』
は
南
北

戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
西
部
が
舞
台
で
、
流
れ
者
の
シ
ェ
ー
ン
と

開
拓
農
民
の
家
族
。
な
ら
ず
者
と
の
闘
い
の
後
、
ひ
と
り
馬
に

乗
っ
て
立
ち
去
る
シ
ェ
ー
ン
と
少
年
の
別
れ
「
シ
ェ
ー
ン
、
カ

ム
バ
ッ
ク
」
の
場
面
が
心
に
残
っ
た
名
作
で
あ
る
。

邦
画
で
は
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
が
子
ど
も
達
に
人
気
が
あ
っ

た
。
ア
ラ
カ
ン
こ
と
嵐
寛
寿
郎
の
『
鞍
馬
天
狗
』、
杉
作
少
年
と

天
狗
、
正
義
の
味
方
・
鞍
馬
天
狗
の
お
じ
さ
ん
は
、
子
ど
も
達

の
英
雄
だ
っ
た
。
バ
ン
ツ
マ
こ
と
阪
東
妻
三
郎
の
チ
ャ
ン
バ
ラ

立
ち
回
り
も
人
気
が
あ
っ
た
が
、『
無
法
松
の
一
生
』（
一
九
四

三
年
、
稲
垣
浩
監
督
）
は
、
現
代
劇
の
名
作
で
あ
る
。
正
月
映

画
は
、『
赤
穂
浪
士
（
忠
臣
蔵
）』
が
定
番
だ
っ
た
。

黒
澤
明
監
督
の
名
作
『
羅
生
門
』（
一
九
五
〇
年
、
三
船
敏
郎
・

京
マ
チ
子
・
森
雅
之
主
演
）、
面
白
く
て
繰
り
返
し
観
た
の
は
、

『
七
人
の
侍
』（
三
船
敏
郎
・
志
村
喬
・
木
村
功
・
津
島
恵
子
）、

志
村
の
『
生
き
る
』
も
心
に
残
る
。
そ
の
後
、
何
度
も
観
る
機

会
が
あ
っ
て
、
世
界
の
ク
ロ
サ
ワ
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
子
ど
も

に
も
伝
わ
っ
た
。『
晩
春
』（
一
九
四
九
年
）、『
東
京
物
語
』
な

ど
、
静
か
な
小
津
安
二
郎
の
映
画
を
観
て
、
原
節
子
の
美
し
さ

に
驚
い
た
。
木
下
恵
介
の
作
品
で
は
、『
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
』

（
一
九
五
一
年
、
高
峰
秀
子
主
演
）、
日
本
で
初
め
て
の
カ
ラ
ー

（
天
然
色
）
映
画
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

忘
れ
た
映
画
も
あ
る
が
、
数
多
く
の
映
画
を
観
た
。
女
性
に

大
人
気
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
映
画
化
『
君
の
名
は
』（
一
九
五
三

年
、
岸
恵
子
・
佐
田
啓
二
出
演
）
は
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
観
た
。

今
は
新
海
誠
監
督
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
と
し
て
、
同
名
の

作
品
が
若
い
人
た
ち
に
ヒ
ッ
ト
し
た
。
祖
父
と
観
た
織
田
作
之

助
原
作
『
夫
婦
善
哉
』（
豊
田
四
郎
監
督
、
森
繁
久
彌
・
淡
島
千

景
主
演
）。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
大
阪
放
送
局
で
、
一
九
五
四
年
か
ら
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五
百
回
放
送
さ
れ
た
人
気
番
組
の
映
画
化
、『
お
父
さ
ん
は
お
人

好
し
』
は
、
花
菱
ア
チ
ャ
コ
・
浪
花
千
枝
子
主
演
で
、
戦
後
、

人
々
の
生
活
も
落
ち
着
い
て
き
て
、
満
員
の
映
画
館
に
は
明
る

い
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

好好
きき
なな
映映
画画
スス
タタ
ーー
はは
？？

一
九
五
〇
年
代
、
洋
画
に
は
、
素
敵
な
俳
優
・
女
優
、
自
分

の
好
み
の
ス
タ
ー
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
の

『
ロ
ー
マ
の
休
日
』。『
七
年
目
の
浮
気
』
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ

ー
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
作
品
で
は
、『
裏
窓
』
の
グ
レ
ー
ス
・
ケ
リ

ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
。
キ
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ク
の
妖

し
い
魅
力
『
め
ま
い
』
な
ど
。

エ
リ
ア
・
カ
ザ
ン
監
督
は
多
く
の
作
品
と
ス
タ
ー
を
生
み
出

し
た
。『
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
』（
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
原
作
、
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
主

演
）
観
た
の
は
小
学
生
の
頃
で
、
難
し
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
学
生
時
代
に
原
作
を
読
ん
だ
。
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン

ド
は
好
き
な
俳
優
で
、『
波
止
場
』
で
の
演
技
が
素
晴
ら
し
い
。

後
年
、
ヒ
ッ
ト
し
た
『
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ザ
ーⅠ

』
の
ド
ン
・
コ
ル

レ
オ
ー
ネ
役
の
老
い
た
姿
も
印
象
に
残
る
。
次
に
エ
リ
ア
・
カ

ザ
ン
が
見
出
し
た
ス
タ
ー
は
ジ
エ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
。『
エ
デ

ン
の
東
』（
一
九
五
五
年
、
ジ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
原
作
）

で
彼
が
演
じ
る
主
人
公
キ
ャ
ル
の
姿
は
、
強
烈
な
印
象
を
与
え

た
。
続
く
作
品
、
監
督
は
異
な
る
が
、『
理
由
な
き
反
抗
』
も
人

気
を
博
し
、
三
作
目
の
『
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
』
は
遺
作
と
な
っ
た
。

彗
星
の
よ
う
に
現
れ
、
事
故
で
早
世
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ

ー
ン
は
、
映
画
の
世
界
で
永
遠
の
ス
タ
ー
と
し
て
、
輝
い
て
い

る
。高

校
か
ら
大
学
に
進
む
に
つ
れ
て
、
映
画
を
一
緒
に
観
る
の

は
友
人
た
ち
、
映
画
館
も
大
阪
ミ
ナ
ミ
、
天
王
寺
か
ら
京
都
へ

と
代
わ
っ
て
い
っ
た
。

老
舗
の
映
画
館
、
小
阪
国
際
劇
場
と
小
阪
座
は
、
二
〇
一
〇

（
平
成
二
十
二
）
年
に
閉
館
。
東
大
阪
の
映
画
館
は
、
一
九
九

七
年
、
リ
オ
ン
座
跡
地
に
建
っ
た
布
施
ラ
イ
ン
シ
ネ
マ
だ
け
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
た
二
〇
二
〇
年
（
令

和
二
）
二
月
末
に
、
地
元
の
人
た
ち
や
映
画
フ
ア
ン
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
、
ラ
イ
ン
シ
ネ
マ
も
幕
を
閉
じ
た
。
一
年
経
っ
た
い

ま
、
建
物
は
な
く
、
電
車
か
ら
見
え
る
映
画
館
は
す
っ
か
り
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
時
代
に
東
大
阪
の
映
画
館
で
観

た
映
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
懐
か
し
く
今
も
心
に
残
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
稿
掲
載
の
「
大
江
美
智
子

宝
塚
少
女
歌
劇

三

番
叟
」
の
写
真
は
大
阪
商
業
大
学
石
上
敏
教
授
よ
り
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

《
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『
河
内
文
化
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〇
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九
五
八
年
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Ｎ
Ｚ
Ｏ
）

47




